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２０２２年２月１３日顕現後第６主日 

 

エレミヤ書 17 章 5-10 節 

コリントの信徒への手紙一 15 章 12-20 節 

ルカによる福音書 6 章 17-26 節 

 

 ２０２２年度の堅信受領者総会は、皆さまのご協力のもと、無事文書にて開

催することとなりました。お返信いただくはがきの締め切りが、２月１３日（日）

本日ですので、最終的なご報告は、来週となると思います。本日１１時からは、

堅信受領者総会の質疑応答の集いを持ちます。すでにご質問をいただき、回答

も郵便の方は木曜日に発送し、ファックスと電子メールの方は昨日送信してお

りますが、礼拝に出席されたＢグループの方、リモートで参加された方ととも

に、あらためて質疑応答の時を持ちたいと思います。 

これらの理由から、本日の礼拝は１０時からです。１１時から質疑応答とな

りますので、実際の礼拝の中での説教は、ほんの一言になると思います。ただ

し、毎週、み言葉から学ぶことは大切です。本日は、『聖書』の学びとして、使

徒書、「コリントのへの信徒への手紙」を中心に学びたいと思います。 

先週の使徒書の箇所は、復活について、パウロが自分自身も受けていた伝承

をもとにして説明したところでした。本日は、その続きで、パウロが死者の復活

について語っています。主イエス・キリストの復活は、教会の信仰の始まりであ

り、根本です。パウロが、その根本について、あらためてこのように説明してい

るのは、コリントの教会において、復活という事柄について様々な疑問の声が

あったからでしょう。パウロはその疑問に対して、キリストの復活も死者の復

活も相互依存しながら存在するだと強調しています。 

 「キリストは死者の中から復活した、と宣べ伝えられているのに、あなたがた

の中のある者が、死者の復活などない、と言っているのはどういうわけですか。」

（１コリ 15：12）。ここで述べられている「ある者たち」について、聖書外資料

などから、正確に理解する事は出来ません。そのためこの手紙自体から推測す

るしかないのですが、教会外部の人々ではなく、コリントの教会の信徒である

ことは確かです。「あなた方の中の」とあるからです。それゆえ、可能性として、

第一に、キリストの復活については納得したが、キリスト以外の人間の復活に

ついては納得いかない人々と推測できます。第二に、復活そのものを受け入れ

てはいないが、コリント教会のあり方、あるいはイエス様の教え（恐らくは、共

同の食事、理想的な平等意識など）などに賛同して、キリスト者となった人々も

考えられます。これらに対してパウロは、キリストの復活とそれを信じる信徒

の復活は、教会にとっても、各個人にとっても、不可欠な事柄であると語りま

す。それゆえに、「死者の復活がなければ、キリストも復活しなかったはずです。」

（１コリ 15：13）と述べるのです。 

ここでパウロは、単純な疑問に対して単純な答えで応答しているといえます。

すなわち、死んだ人間の復活がなければ、死んだ人間であるキリストの復活も

ないということです。これで疑問を持つ人々が納得したかどうかはわかりませ

んが、この応答にある単純な論理の中に、重要な事柄があります。わたしたちの

キリスト者の復活の希望の根拠は、キリストの復活にあるのですが、わたした

ちがそのことを信じること、あるいはわたしたちも復活するという希望が、キ
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リストの復活の根拠にもなっているように述べているからです。  

 しかし、パウロは、「そして、キリストが復活しなかったのなら、わたしたち

の宣教は無駄であるし、あなたがたの信仰も無駄です」（１コリ 15：14）と、再

びここで宣教と信仰の根本が、キリストの復活であることを述べます。これは、

「イエスは復活した」という事実の提示が、教会の宣教の最初であるという今

日でも大切な理解と一致しています。厳密には、「イエス」と考える場合と、「キ

リスト」と考える場合では少し異なるのですが、ここでは同じと意味と考えま

す。またここで大切なことは、パウロが、キリストの復活を、教会宣教の始まり

であり、土台であり、内容そのものだととらえていたことです。  

 「更に、わたしたちは神の偽証人とさえ見なされます。なぜなら、もし、本

当に死者が復活しないなら、復活しなかったはずのキリストを神が復活させた

と言って、神に反して証しをしたことになるからです」（１コリ15：15）と、

ここで「偽証人」という言葉が出てきます。これはヘレニズム社会でも「偽

証」が悪い行為であるということもあると思いますが、特に「神の偽証人」と

なっていることが特徴です。それは主なる神様のなさった行為を偽証したこと

になるということです。すなわち、「本当に死者が復活しないなら、復活しな

かったはずのキリストを神が復活させた」と人間が勝手に証言したとのなら

ば、主なる神様に対して偽証したことになるということです。ここでパウロ

は、死者の復活とキリストの復活とを直結させて考えているので、このような

結論に導かれるのですが、再び１３節と同じように「死者が復活しないのな

ら、キリストも復活しなかったはずです」（１コリ15：16）と断言します。ま

た、「そして、キリストが復活しなかったのなら、あなたがたの信仰はむなし

く、あなたがたは今もなお罪の中にあることになります」（１コリ15：17）と

続けます。ここは一種の論理のドミノ倒し的に論が展開されています。死者の

復活は、キリストの復活を否定し、キリストの復活の否定は、そこにおいて起

こった罪の許しを否定することになり、教会の信仰を信じることが空しくな

り、信じたとしても罪はそのまま残るということです。これらは、すべての論

理を直結させるパウロならでは主張です。 

 １８節以降、パウロは視点を変えます。もし、キリストが復活しなかったなら

ば、また、死者の復活がなかったならばどうなるかという状況についてです。パ

ウロは、「そうだとすると、キリストを信じて眠りについた人々も滅んでしまっ

たわけです」（１コリ 15：18）。「キリストを信じて眠りについた人々」は、直訳

すれば「キリストにおいて眠った人々」です。「信じて」という動詞の部分はあ

りませんが、キリストとの関係性を示すために、「信じて」と意訳されています。

また、「眠る」という身体的に動作が、「死」に比ゆ的に用いられるのは、時代・

文化を超えて共通しています。そして、ドミノ倒し的な論理はさらに続いてい

るのです。すなわち、もし復活がなければ、信仰に入ってすでに死んだ人たち

も、ただ滅んだことになるという結論です。 

15 章 6 節でパウロは、「次いで、五百人以上もの兄弟たちに同時に現れまし

た。そのうちの何人かは既に眠りについたにしろ、大部分は今なお生き残って

います」と、そのような人々の存在を伝承とあわせながら言及していました。パ

ウロが生きていた時代は、のちの教会の時代と異なり、初めてキリストの復活

に基づく教会の信仰に入って、まだ死を経験していない人と、すでに逝去した

人とが混在していました。そして、それゆえに、両者とも復活の希望の下にあ
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り、もしキリストの復活・死者の復活がないならば、両者ともその死は、単なる

滅び・死亡に過ぎないと語っているのです。 

 「この世の生活でキリストに望みをかけているだけだとすれば、わたしたち

はすべての人の中で最も惨めな者です」（１コリ 15：19）。聖書日課の使徒書は、

２０節までですが、「新共同訳聖書」では、この節で段落が区切られています。

その意味では、この節がここまでの結論いえます。すなわち、キリストを信じ、

他の希望ではなく、復活にのみ希望を持って、今「この世の生活」を生きている

人たちは、死者の復活はないならば、何の希望もないもっとも可哀想な人々に

他ならないということです。もちろん、期待すべき答えは、そうであるはずがな

いということになるのですが、パウロは決して、みんなが期待して、そこに希望

があるからこそ、復活が実際のあると言っているだけではありません。ただし、

復活という現象は、パウロの時代でも、現代においても、証明できるような対象

でもありません。人間が証明して確認できる事柄は、人間の思惟的範疇の事柄

にとどまるからです。そして、そうであるがゆえに、復活とは信じるべき事柄と

いうことになるのですが、復活を信じることは、何の根拠も手掛かりもなく信

じるわけではありません。なぜならば、わたしたち人間が、わたしたちの思いを

超えた復活という事柄を、信じることができるようにと、証としてキリストの

十字架の死と復活があるからです。 

 先週の使徒書ですでに見てきたとおり、パウロの論理は、パウロ自身の思惟

的思考の結果ではなく、自分が受けた伝承を基にして、全てを直結して考えて

います。すなわち、キリストの復活、キリストによる罪の贖い、死者の復活、今

生きている人間の生活上の希望、これらが全て繋がっているのです。それ故に、

どこか一つでも否定することは、それらすべてが連鎖的に否定されるというこ

とです。  

このことから、死者の復活を否定する「ある人々」が、どのような考えを持っ

ていたかについて、ある程度は推測できるかもしれません。15 章 1 節～11 節の

伝承の引用は、キリストの復活についての証拠の提示です。手紙を書いている

パウロ自身もその証言者であり、「ある人々」もその宣教を納得し受け入れたの

でしょう。問題は、彼らにとって、パウロの考えるように、それがそのまま死者

の復活、すなわち、キリストを信じた人の復活、さらには人間一般の復活には結

びつかないということです。彼らがそのように考える根拠となるのは、恐らく

パウロ自信の伝承への言及にもあった、信じてはいたがすでに眠りについて

人々の存在であったと思います。彼らはまだ復活していません。それゆえに、こ

の箇所の後に続く、１５章２３節でパウロは、それぞれ順番があると述べます。

しかし、伝承された宣教されたキリストのように復活していないことは事実で

す。そこから死者の復活はやはりない結論付けることは、具体的な事象から理

性的に理解できる事柄にほかなりません。  

それらの疑問に対するパウロの反論は、先の見たとおりです。全てが直結し

ているが故に、伝承について確信を持って受け入れられるのであれば、死者の

復活にも確信を持てるのであり、またそうでないならば、全てが揺らいでしま

うということです。すなわち、パウロにとって、死者の復活は信じられないが、

キリストの復活は信じられるという理解は間違いなのです。  

しかし、「ある人々」は、極めて理性的な判断をしているといえるのですが、

それでは、彼らは何を根拠に信仰に入ったのか、教会の交わりに入ったのかと
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いう疑問が生じます。問いに対して、第一に、キリストの十字架死の意味が関係

していると思います。パウロにとって、キリストの十字架の死は、犠牲による贖

罪としての意味があります。律法の下で歩むユダヤ人にとって、贖罪は神殿祭

儀に代表されるように、大きな意味を持ちます。それが決定的な仕方で成し遂

げられたのが、キリストの十字架の死であり、キリストは他の何物とも比較で

きないような犠牲であったという論理は、ユダヤ人たちにとって納得しやすい

ことです。しかし、同時に、贖罪を強調する場合、その捧げられる犠牲の死が重

要であって、その犠牲の復活は必ずしも不可欠ではないということにもなりま

す。神殿祭儀において動物を犠牲にささげますが、その復活は必要ないからで

す。また、キリストの尊い犠牲を重んじる人々が、それでもイエス様自身の復活

をある程度受け入れられたとしても、それ以外の人々と復活とを結びつける必

要は必ずしもありません。なぜならば、それが決定的な犠牲であることを信じ

ることによって、信じる者の贖罪の機能はすでに果たされていると思われるか

らです。  

第二に、主の晩餐という文脈の中で共同の食事などに、教会の重要性を置く

人びとが、パウロの時代にも存在したと思います。そのような人々にとっても、

この世の生活には、いままで存在しなかったような平等の食事、それに基づい

た平等の人間関係を維持することが目的であるとするならば、キリストの復活

も、信者の復活も必ずしも不可欠な要素とはなりません。その食事を維持する

ことさえ出来れば、この世の生活において救いを感じることが出来るからであ

る。但し、そのような観点の人々にとっては、死者の復活をあえて強く否定する

必要はありません。もしあるとするならば、キリストの復活は伝えられた通り

受け入れるが、信仰に入って既に死んだ人間が死んだままでいるのであるから、

キリスト以外の人間の復活はないかもしれないというぐらいの事柄でしょう。  

ここにおいて、パウロが対峙したコリントの人々は、キリストを通した教会

の教え・信仰における根本問題に対して、問いかけをしていたといえます。すな

わち、キリストの復活は、どのような意味を持ち、生きる上で必要不可欠なもの

なのかということです。そのような問いに対する答えは、２１節以下に述べら

れます。すなわち、「死が一人の人によって来たのだから、死者の復活も一人の

人によって来るのです。つまり、アダムによってすべての人が死ぬことになっ

たように、キリストによってすべての人が生かされることになるのです」（１コ

リ 15）21-22）という部分です。すなわち、キリストの十字架の死と復活という

出来事も、わたしたちが「この世の生活」に生き、そしてそれぞれが必ず死を迎

えるという出来事も、天地創造の初めからの事柄に結び付いているということ

です。そしてそうであるがゆえに、それらをすべて無視して、この地上に生だけ

に執着しない限り、キリストの十字架の死と復活、そしてそれに伴うわたした

ちすべての人間の死者の復活は、わたしたちの希望の確信としてかかわってい

るということです。

本日の聖書日課は、「しかし、実際、キリストは死者の中から復活し、眠りに

ついた人たちの初穂となられました」（１コリ 15：20）となっています。キリス

トの死と復活は、客観的事実とは言えませんが、信じることのできる対象です。

そしてその信仰に立つとき、わたしたちにはゆるぎない希望があります。そし

て、その希望から、わたしたちの「この世の生活」に安心と励ましがあります。

これからもそのことを、教会を通して確認していきたいと思います。 


